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2015 年度　研究活動報告
講演会　「女性と仕事：西友 /ウォルマートを事例として」
　2015年 7月 3日、合同会社西友の執行役員である平林浩美さん、大坪眞子さん、人財
部採用担当マネージャーの内山明香さんを講師にお迎えし、「女性と仕事」と題しての講
演会を開催した。
　講演会では、今までどんなお仕事を経験されてきたのか、どんなご苦労があり、それを
どのように乗り越えてこられたのか、仕事でのやりがい、家族からの支援など、ご自身の
ご経験を大変具体的にお話しいただいた。また、女性の活躍推進のために西友が様々な取
組みを行っていることや人事システム等についての説明もなされた。
　当日は、本校リカレント教育課程生や大学・大学院の学生など、30名ほどの参加があ
り、熱心な質疑応答が行われた。
　なお、本講演会は 9月に実施される「セルフリーダーシップ・プログラム」のキック
オフイベントとして実施したものである。
交流会　「東女×日女　オトナ女子会」
　2015年 7月 10日、表参道ナジックホールにて、
東京女子大学エンパワーメント・センター及び本研
究所共催、オトナ女子会を開催した。
　第一部は、パーソナルスタイリストの政近準子さ
んをお迎えして「装力について」の講演、第二部で
は、交流会を行った。
　今回の企画は、卒業生の、世代を越えたネット
ワーク作りの一助となればと言う思いでスタートした。学外のイベントは初めての試みで
あったが、定員 100名に達し、盛会のうちに終了することができた。
　参加された方からは、装力について考えるきっかけとなった、幅広い世代の方と交流で
きる貴重な機会だったなどの意見があった。
研究会　「Parental Leave Policies and Women’s Employment in Japan 
 : Manegerial Responses」
　2015年 7月 24日、ハーバード大学社会学部長兼ライシャワー日本研究所教授を務め
るメアリー・ブリントン先生をお呼びし、育児休業と女性雇用に対して日本の企業はどの
ように考えているのかについて、調査から得られた知見をご報告いただいた。
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　市場の文脈や性役割規範は育児休業を取得した労
働者に対する雇用側の評価に影響を与えるものだ
が、育児休業の実施は企業側の意識にどのように影
響するのかという点から議論は進められた。
　大企業 25社の人事担当（manager）へのインタ
ビューから明らかになったことは、企業側は、育児
休業をとるのは有能な女性であり、「理想的な労働
者（会社へのコミットメント大）」であり、理想的な母親であると考える一方、長期間に
わたって育児休業をとることは、企業内での従属的地位と家庭内での性別分業を実体化す
る可能性があるということであった。
　仕事と家庭における性別分業を変えていくには、育休期間の短縮、父親も育休を取れる
ようにすること、短時間労働の導入が必要であることが示された。
　この報告に対し、フロアからも活発な質問や意見が飛び交い、これまであまり明らかに
されることのなかった企業側の育児休業に対する考えへの関心の高さを実感する研究会と
なった。
ワークショップ　「社会調査に役立つ統計分析：SPSSワークショップ」
 （2016年 2月 22日・23日・25日・26日）
　学内の学生・教職員を対象として、社会調査に役立つ統計分析：SPSSワークショップ
を開催した。今回もメディアセンターの協力を得
て、コンピューター演習室で行った。
　ニッセイ基礎研究所の金明中先生に、4回の連続
講義として、SPSSの基礎知識と基本操作から、
データの加工、クロス集計、統計分析の基礎（回帰
分析）までをご講義頂いた。定員 30名を超える申
込みを頂き、参加者からも大変好評を得た。
 
学会　「日本人口学会2015年度第 2回東日本地域部会」
　2016年 3月 19日、日本人口学会と共催で東日本地域部会を開催した。
　本研究所では、「キャリア形成と家族形成」テーマで、高学歴女性のキャリア形成と家
族形成（盧回男）、首都圏女性 5,155人の軌跡にみる初職継続（三具淳子）、未就学児を持
つ女性の就業と育児資源（御手洗由佳）、統計的差別と逆選択（大沢真知子）を報告した。
　また、「既婚女性の就業行動―就業構造基本調査 1992年、1997年、2002年を用いた
分析―」（お茶の水女子大学田中規子）、「戦後の日本政治における社会的連合と少子化問
題」（早稲田大学今村由衣子）、「居住者の年齢分布に着目した住宅ストックの将来推計の
試み」（福井県立大学丸山洋平）の報告もされた。
122
『現代女性とキャリア』第８号（2016. 9）
2015 年度　彙報
◆研究事業
・平成 27年度における参加研究事業は以下のものである。
（1 ）高齢者と若者の世代間交流（多世代交流）を支援する制度政策に関する研究（増
田幸弘）
（2 ）「乳がん・子宮がん患者を対象にした「書く」ことでのケア：臨床応用をめぐる
縦断的研究（門林道子）
（3）ライフコースの多様化による家族概念の再検討（永井暁子）
（4）占領下における女性の沖縄復帰運動に関する歴史社会学的研究（高橋順子）
・独自研究事業（学外資金獲得）の進展
上記 4研究事業の他、研究所を基盤として平成 23年～ 27年度文部科学省私立大学
戦略的研究基盤形成支援事業の「女性のキャリア支援と大学の役割についての総合的
研究」を以下のように進めた。
（1 ）テーマ１「女性とキャリアに関わる戦後社会調査の再分析と女性調査アーカイブ
の公開運用」として、書誌データの追加及び更新、収集した社会調査の再分析を
行った。
（2 ）テーマ２「大学における女性の再就職支援プログラムの開発研究」の一環とし
て、経営者団体へのヒアリング調査を実施した。また平成 27年 6月 24日には、書
籍『なぜ女性は仕事を辞めるのか―5155人の軌跡から読み解く―』を青弓社より
出版した。
◆教育支援
・教養特別講義 2の講師選定、及び同講義の課題図書選定を行った。
・「現代女性とキャリア連携専攻」（目白キャンパス）と情報交換をおこなった。
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◆情報の発信・ネットワークの構築
・ 研究事業の一環として、以下のシンポジウム、プログラム、ワークショップなどを開
催した。さらに学外の研究者や研究機関との交流を行った。
（1 ）講演会「女性と仕事：西友／ウォルマートを事例として」（本学リカレント教育
課程と共催）
平成 27年 7月 3日　15時～ 17時　新泉山館大会議室
講演者：平林　浩美（合同会社西友　執行役員シニアバイスプレジデント）
　　　　大坪　眞子（合同会社西友　執行役員シニアバイスプレジデント）
　　　　内山　明香（合同会社西友　人財部採用担当マネージャー）
（2）公開研究会「日本の育児休業及び女性雇用」
平成 27年 7月 24日　15時～ 17時　百年館高層棟 5階　502・503・504教室
講師： メアリー・ブリントン（ハーバード大学社会学部長兼ライシャワー日本研
究所教授）
（3 ）体験型プログラム　女性の再就職のための体験型プログラム「セルフリーダー
シップ・プログラム」（合同会社西友、本学リカレント教育課程と協同企画）
平成 27年 9月 2日～ 4日、9月 7日～ 8日
（4）シンポジウム「女性のキャリア形成に大学は何ができるのか？」
平成 27年 12月 12日　13時～ 17時　新泉山館大会議室
講師：メアリー・ブリントン（ハーバード大学社会学部長兼ライシャワー日本研
究所教授）
報告者：御手洗　由佳（本研究所客員研究員）
　　　　尾中　文哉（日本女子大学人間社会学部教授）
　　　　永井　暁子（日本女子大学人間社会学部准教授）
　　　　三具　淳子（本研究所客員研究員）
　　　　盧　回男（本研究所客員研究員）
　　　　高頭　麻子（日本女子大学文学部教授）
　　　　榊原　圭子（本研究所客員研究員）
　　　　大沢　真知子（本研究所所長）
外部評価委員：大野　曜（公益財団法人日本女性学習財団前理事長）
　　　　　　　大槻　奈巳（聖心女子大学教授）
（5）社会調査に役立つ統計分析：SPSSワークショップ
平成 28年 2月 22日～ 23日、2月 25～ 26日　13時～ 15時　百年館低層棟
コンピュータ演習室 1
講師：金　明中先生（ニッセイ基礎研究所）
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（6 ）「日本人口学会 2015年度第 2回東日本地域部会」（現代女性キャリア研究所と共
催）
平成 28年 3月 19日　13時～ 17時 30分　新泉山館中会議室
◆研究所発行物
・日本女子大学現代女性キャリア研究所紀要『現代女性とキャリア』第 7号
・日本女子大学現代女性キャリア研究所ニューズレター vol.7
・ 女性のキャリア支援と大学の役割についての総合的研究「女性とキャリアに関わる戦
後社会調査の再分析と女性調査アーカイブの公開運用」報告書
・ 女性のキャリア支援と大学の役割についての総合的研究「新たな職業キャリア形成
型」に関する研究報告書
・ 女性のキャリア支援と大学の役割についての総合的研究「女性の活躍推進に関する 
自治体調査 ・企業調査」報告書
・女性のキャリア支援と大学の役割についての総合的研究最終報告書
◆研究活動・調査
・ 女性のキャリア支援と大学の役割についての総合的研究「セルフリーダーシップ・プ
ログラム」のグループインタビュー実施
・英語版ホームページ改訂
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『現代女性とキャリア』投稿規定および執筆要項
（2011.10.25委員会決定）
（2014.6.30改訂）
【投稿規定】
１．本誌は日本女子大学現代女性キャリア研究所の機関誌であって、原則として年一回発
行とする。
２．投稿資格は問わない。
３．投稿のテーマは女性とキャリアに関する研究論文とする。この場合のキャリアとは職
業経歴だけではなく、社会の中での女性の「生き方」としてとらえることとする。
４．投稿された研究論文は編集委員会に受理された後、専門の査読委員の審査を受け、掲
載の可否が決定される。
５．投稿原稿は投稿規定を満たした未発表のものに限る。ただし、学会等で口頭で発表し
たものについては、その限りではない。また、他誌との二重投稿は認められない。
６．投稿者は審査用原稿 3部を 2月末日（当日消印有効）までに、編集委員会事務局に郵
送で提出する。原稿は執筆要項にしたがって、必ずパーソナル・コンピュータの文書
ソフトで作成する。ただし、送付原稿には執筆者名、所属などは記載しない。
７．投稿者は、論文返送用封筒（Ａ 4判が入る大きさの封筒に、返送先住所氏名を明記。
切手は不要）、および以下の事項を記した別紙を、投稿論文と一緒に編集委員会事務
局に郵送で提出する。また、別紙の内容を投稿と同時に電子メールの本文に記して編
集委員会事務局に送信する（添付ファイルは不可）。電子メールを使っていない場
合、その旨を別紙に明記する。
①　氏名（ふりがな）
②　住所・電話番号
③　所属・職名
④　論文の題名
⑤　電子メールアドレス（ない場合はその旨を明記）
８．論文の掲載を認められた投稿者は、指示にしたがって修正したうえ、完成原稿をメー
ル添付もしくは内容を保存した電子媒体（CD-ROM等）を指定した期日までに提出
する。完成原稿には、執筆者名、所属などを記載する。
９．論文の掲載順序は編集委員会が決定する。
10．期日までに当該年度の編集委員会事務局に郵送されなかった原稿は一切受理しない。
11．本誌に掲載された論文の著作権はすべて本研究所に帰属し、本研究所ホームページ及
び国立情報学研究所（CiNii）上で電子化・公開される。
12．本誌を無断で複製あるいは転載することを禁ずる。
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【執筆要項】
　提出する原稿の形式は、以下の通りとする。
１．執筆の形式
（１）日本語表記とし、Ａ 4 判用紙を使用し、40 字× 40 行、フォントは 10.5 明朝
（章・節・項はゴシック）と設定し印字する（縦書きを希望する場合は要相談）。
（２）論文は脚注、文献、図表等を含めて 12 頁以内とする。
２．要旨
　タイトルの下に、英文タイトル、英文要旨（200 語程度）、英語キーワード 3つ（日
本語訳付）をつける。ただし、英文以外の外国語が適当な場合は、理由を付して、他
の外国語で付けても良い。
３．本文
（１）章、節、項の区別は以下の通りとする。
章：１．～　　２．～　　３．～
節：（１）～　（２）～　（３）～　　
項：１）～　　２）～　　３）～
（２）年号は西暦表記を基本とする。ただし、必要に応じて「昭和 50 年代」などの和
暦表記を用いる。
（３）アラビア数字やアルファベットは半角にする。
（４）（）「」『』等のかっこは全角にする。
（５）句点と句読点は「、」「。」を用いることとする（英文要旨には「,」「.」を用いる）。
４．図表等
（１）図・表等を挿入する場合、原稿の該当箇所に挿入もしくは添付する。
（２）他の著作物からの引用は、出典を明記し、必要に応じて著作権保持者から許可を
得る。
（３）図・表は、それぞれに通し番号をつけ、タイトルをつける。
例　図 1、表 1
　　図‐ 1、表‐ 1
５．脚注、文献
（１）脚注は該当箇所の右肩に通し番号を付し、注は本文末尾に一括する。
（２）引用・文献は、原則として次の方式によって記載する。
①　文献を一括してアルファベット順に並べたリストを作成し、末尾に付す。
②　文献注は、原則として文献リストへの参照指示という形で記す。すなわち、本
文や注の該当箇所に、［著者名（姓のみ）西暦発行年「：」ページ］を記し
て、文献リストの該当文献の参照を指示する形式をとる。
③　文献の配列は原則として以下の方法により記入する。
・書 籍：著者名，出版年，『タイトル－サブタイトル』出版社名．
⎫
｜
⎬
｜
⎭
数字：全角
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・雑 誌 論 文：著者名，出版年，「論文名」『掲載誌名』巻（号），掲載ページ．
・編 書 論 文： 論文著者名，出版年，「論文名」編者名『編書タイトル－サブタ
イトル』出版社名 , 掲載ページ．
・翻 訳 書： 著者ファミリーネーム，ファーストネーム他，出版年，タイト
ル：サブタイトル，出版社名，（＝出版年，訳者名『訳書タイト
ル－サブタイトル』出版社名）
・欧 文 書 籍： 著者ファミリーネーム，ファーストネーム他，出版年，タイト
ル：サブタイトル，出版社．
・欧文雑誌論文： 著者ファミリーネーム，ファーストネーム他，出版年，“論文タ
イトル：サブタイトル”，掲載誌タイトル：サブタイトル，巻
（号），掲載ページ．
④　欧文の場合は書名・雑誌名をイタリック体にする。
⑤　同一著者が同一年に発行した複数の文献は、発行年を 2009a、2009b のように
表記して区別する。
※投稿者は、現代女性キャリア研究所のHPで最新の執筆要項を必ず確認してください。
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